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第３次函館市男女共同参画基本計画（素案）に対する意見の概要と市の考え方

※意見の概要については，原文を要約して載せています。

番号 市の考え方
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　2015年（平成27年）に，国連サミットにおい
て「持続可能な開発のための2030アジェンダ」
が採択され，このなかに掲げられた「持続可能
な開発目標（ＳＤＧｓ）」では，政治，経済，
公共分野での意思決定の場において完全かつ効
果的な女性の参画等をターゲットとした「ジェ
ンダー平等」などの目標が定められました。
　本市としても計画策定にあたり，国際社会の
動向に対して留意すべき重要事項であると考え
ますので，計画素案のなかで本文および資料編
に追加記載をいたします。

意見の概要

　５ページ　基本目標２　で条例の基本理念６
に「国際社会の動向への留意」とあることか
ら，今回の第３次函館市男女共同参画基本計画
に書かれている施策等が，２０１５年９月国連
で採択され，日本も加盟国になっているＳＤＧ
ｓの目標・ターゲット・指標の何番に対応して
いるのかを明記したほうが良いと思います。因
みに，ジェンダー平等は目標５番に該当しま
す。
　すでに，ＮＰＯの中では，自分たちの活動が
ＳＤＧｓの指標何番に基づいた活動なのかを明
記する必要性が強く共通認識になっています
し，北海道庁も施策を考える際，ＳＤＧｓのど
の指標に応じているのかを記載しだしたと聞い
たことがあります。
　北海道は，札幌市が第２次札幌市環境基本計
画へのＳＤＧｓ導入を検討しているなど，全国
的にみても先進地と言われています。
　函館市においても，いち早く導入することを
期待しております。

○案 件 名

○募集期間　　　　　

○担当課　　　　

○意見提出者数　　
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番号 市の考え方

　函館市は，全国・全道と比較しても，男女共
同参画が進んでいない都市のようです。原因は
多々あると思いますが，一番大きな要因となっ
ているのは，「行政が男性の育児参画推進に消
極的であること」です。
　女性の社会進出と男性の家庭進出は表裏一体
の関係であり，一方だけ推し進めようとしても
決して上手くいきません。男性の家庭進出を進
めずに，女性の社会進出だけ進めようとしたと
ころで，仕事も家事も育児も女性が担わなけれ
ばいけなくなり，無理が生じるからです。
　それは函館市の低い出生率にも現れており，
加速する少子化の原因にもなっています。
　注目すべきなのは，千歳市や苫小牧市のよう
に，ワークライフバランスの実現に積極的に取
り組み，市長自ら「イクボス宣言」をして，働
き方を見直し，男性の育児参画推進に取り組ん
でいる都市は，出生率も高く，男女共同参画も
進んでいるということです。
　長時間労働の縮減，ワークライフバランスの
実現により，男性が家事・育児を担うことがで
きるようになれば，女性は社会に進出すること
ができます。そして安心して子供を産み育てて
いけるようになります。そのために，男性の育
児参画を強力に推し進めていく必要がありま
す。
　そう考えると，男女共同参画の推進を行う施
設が「女性センター」という名称なのはおかし
いです。「男女共同参画センター」に改称し，
男性にも男女共同参画に関心を持ち，関わって
いけるような施策を思い切って打ち出していく
べきなのです。
　また，毎年開催されているワークライフバラ
ンスセミナーについてですが，正直なところ，
内容がありきたりで，受講者の心に響くものが
あまりありません。人を動かすのは理論ではな
く心です。なぜ，ワークライフバランスが必要
なのか，長時間労働がこれまでにどんな悲劇を
生んできたのか，男女ともに働き，家事・育児
を分担していくことでどんな喜びや幸せがある
のか，そんな心に響く話をできる講師を選んで
ほしいと思います。
　厚生労働省「イクメンプロジェクト」による
と，全国各地で自治体が工夫を凝らして男性の
育児参画やイクボスの取り組みを行っていま
す。函館市もやりませんか？

　平成２８年度に実施した市民意識調査の結果
から，「男は仕事，女は家庭」という性別によ
る固定的役割分担意識が，女性より男性に根強
く残っていることが明らかになったところであ
ります。
　したがって，第３次基本計画では，男性の家
事・育児等へのさらなる参画を促すための学習
機会の提供などにより，男女共同参画への男性
の理解の促進と意識改革に努めるとともに，男
女がともに仕事と家庭を両立するための意識啓
発活動や，事業者に対する就業環境・労働条件
の改善の働きかけにより，ワーク・ライフ・バ
ランスを推進してまいります。
　また，本計画において，男女共同参画の拠点
施設である「函館市女性センター」について，
施設名称の変更や類似施設との統合・移転につ
いて検討することとしております。
　なお，具体の取り組みに係るご意見について
は，今後の施策の推進にあたって参考とさせて
いただきます。
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意見の概要

2



・Ｐ６　上から１０行目の次に以下のとおり追
加する。
　なお，2015年（平成27年）に，国連サミット
において「持続可能な開発のための2030アジェ
ンダ」が採択され，このなかに掲げられた「持
続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」では，政治，
経済，公共分野での意思決定の場において完全
かつ効果的な女性の参画等をターゲットとした
「ジェンダー平等」などの目標が定められてお
り，この計画の推進を通じて目標の達成をめざ
します。

・Ｐ５１　世界（国連）2015（平成27年）に以
下のとおり追加する。
○「持続可能な開発のための2030アジェンダ」
（ＳＤＧｓ）採択
　目標５：ジェンダー平等を達成し，すべての
女性及び女児の能力強化を行う

函館市市民部市民・男女共同参画課

電話２１－３４７０　ＦＡＸ２３－７１７３

Ｅ-mail：danjokyodo@city.hakodate.hokkaido.jp

お問い合せ先

意見等を考慮した結果の修正案
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